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となる。Ⅰ’やⅡ’の部門も同様である。
よって再生産表式の剰余価値の項目を細分化すると
となる。
均衡条件
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が成り立っているか調べる。
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となり，均衡条件が各時点で成立している。
また， ， なので定常状態でないときには
またはであり，のときは
となり，
のときはとなるので，拡大再生産の条件
が成り立つ。
Ⅰ’，Ⅱ’では，それぞれ剰余価値の項目は
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となり，それぞれの部門の投下資本額の利子収入分と等しくなる。要する
に，両部門で資本利潤率は一致している。
もっとも，これは等しくなるというよりは，新古典派モデルを，再生産表
式に書き直すとこうなる，といった方が正確かも知れない。
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